
1. はじめに
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今度，流通経済大学流通問題研究所叢書の－jll}として，市来f占也教J受の筆になる

「国際物流要論」が出版された。本書の出版の目的を「まえがきjの巾で著者は次の

ように言っている。すなわち． 「国際物流lζ｜刻して，初めて学ほうとする学生，研究

者および企業の国際物流担当者などを対象と して．その立場にたって．国際物流の実

務や理論および管盟運営について基鎚的知識をはじめ．国際物流における合浬化方策

ならひjζ国際物流業のあり方なとを限解しやすいように解説したものである。」と述

べている。

確かに著者の意図どうり ，第 l章「国際物流と貿易」第2章「国際物流の主な形態

と業務」第 3章「国際物流の合理化」第 4章「国際物流業の本質と諜題」と主主を追っ

て実務や理論および管理運営についての基礎的知識の解説にしたがって読み進めばわ

かるようIC構成されている。 しかしながら，第3章第V節 「企業経営と国際物流」第

4章 「国際物流業の本質と課題」の節と章が本書の国際物流の理論的基礎を展開した

もので．乙れまでの教授の研究テーマである国際物流の貴重な成果ではなかろうか。

教慢は，乙れまで花「海運実務の基礎J' 「物流経営論」， 「倉庫業界」 。 「倉庫

概論J「港湾管理論」等の著書，その他IC物流に関する多数の共蓄や論文を発表して

おり．物流論の権威として学界K雄飛されている。 教授は．旧lf,lj長崎高商卒業後。日

本通i邸側，日ii.TI総合研究所における実務経験と物流の調査研究IC精励され その後:fill

戸商船大，流通経済大で教鞭をとられるかたわら，物流に関する研究に専念され．今

日ある物流研究の第一人者として地歩を固めて乙られたのである。

物流は企業経営の中においてすら．長い間その存在さえなおざりにされてきており

あらゆる産業分野の生産過程の合理化の終駕を経て，暗黒大陸といわれる物流を解明

する乙とKよって，企業経営の利潤拡大の源泉を生み出す乙とが出来ると認識され始

めたのは．わが国においては，高度経済成長以降の乙とであった。

特lζ，今回テーマとなった国際物流が，乙れまでの加工貿易型から製品輸入型ある

いは国際分業型への貿易構造の転換に伴って．従来の貿易という概念からもう一歩踏

み込んで国際物流という領域を確立させつつあり ．本書は解説書とは銘打っているも

のの．既IC指摘した第 3章第V節。第4章は国際物流論の理論確立への試みとしての
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貴重な主主紛であろうとii'ld，；している。

2. 本書の構成と内容

本t舎の椛成と内等をLI次』E従って.i±べる乙とにしよう。

~； l ＜？ 「凶際物流と貿易」は．第 l節「｜五｜際物流の概念」 。第日節「貿易1V1I旬と同

際物流J.第m節「国際物流と貿易f.f;'c」の3節で総lぶされている。

第 l節では 国際物流（int巴rnationaJphysical distribution）を定義して。

「＇t産とil'i践が2回以上にまたがって行われる羽合lζ．乙の生雌と消費の間の空間的，

I時間的隔りを克服するための有形のi材貨iζついての物£1Ll(f.Jな国際経済活動である」

( 4頁）と唱えている。すなわち．国際聞における経済財の供給者から需要者IL受渡

されるまでの宅／:J-J的， l時間的隔りを物則的に克服する乙とによって．その経済財の効

問， すなわち経済的価値の駒大を凶る乙とを目的』としている。そのためには．国際間

にわたり ．必要な5：の経済財を．必要な時間iζ，必要な場所iζ，最適のコス トで提供

する乙とを阿倍しているために， I~際物流の合間化が必須な要素となる。個別経済的

Kは ， 国際物流の；-I~要者（利用者）にとって ， 生産や国際市場での販売に最適の物の

流れが斜られる乙とになり ，物流コ ストの引Fげやサービス向上を伴うと共IC:.販売

促進につながり個別企業の繁栄が図られる。また I 物流企業（供給者）にとっては．

良質で効率的な国際物流用役の生産と販売を通じて．経済社会における企業基盤の確

J'l.が司能となる。 一方． ｜主！民経済的には．国際的物の流れの諸活動が合理化される乙

とにより ．全般的な輸出入物資の必適流通と流通費用の節減が可能となる（ 5頁）。

また目国際物流の機能は，輸送．荷役，包装，保管および情報の5機能で構成されて

おり ，各機能の総合的な物流システムの形成と合理化なく しては，国際物流サービス

の段通化を図り得ない乙とを指摘しているが．乙の主張は本蓄が一貫 して主張するトー

ンである。

第E節では，i忌近のわが国の貿易構造が加工貿易型から製品輸入型および国際分業

引に大きく変革されつつある乙とを指摘して，国際物流のパターンも，典型的な間接

貿易型から直接貿易型へ，乙れをより一層進めて国際分業貿易へと国際物流が急激IC:

変化してし、く状況を平易に叙述している。

第皿節では，輸出入に｜刻する貿易手続きを平易K解説している。

第2章「国際物流の主な形態と業務JKおいては，第 I節 「国際海上貨物輸送J. 

節目節「国際航空貨物輸送J，第m節「輸出入迎｜銅」 ，第W節「輸出包装J.第V節
「貨物保険Jの5節から構成されている。それぞれの節では，国際物流の主な形態と

業務を実務ベースで平易に解説しており ，初めて業務にたずさわる人あるいは物流を

はじめて学ぶ学生．研究者にも容易iζf理解できるように意を尽している。

第3章「国際物流の合Jill化Jでは．第 I節「国際複合一覧輸送J，第H節「国際宅
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配便」．第皿節「物資別専問輸送」．第W節「プラント輸送」 ーヨ1V節 「企業経営と

国際物流」の5節で構成されている。

乙の章の第W節までは，輸送物資別の合間化方策をs1z易』ζ解説したものである。し

かしながら．第V節においては，個別企業経営における国際物流行1'11システムの基本

原埋をまとめている。既に指摘済であるが わが国の貿易構造が製品輸入型あるいは

国際分業型へと急激に転換してきたために，企業における国際聞の街品の流れもわが

国からワンウェイ的なものから．日本。アジアNIE S.北米．欧州なとのそれぞれ

を拠点とする多極間を結ぶマノレチデレクソョナノレなものが附加する傾向K変化してき

ている。こういった傾向の中で企業の取倣う商品は．多品種．少五i化してきており ．

ライフサイクノレも著しく短縮化しつつある。乙のため物流手段もl街品の陳腐化の速さ

をカバーするような迅速処即可能な高質サービスされる傾向が強まっている (176頁）

と指摘している。乙れに対応する物流システムは．物流情報の高度利用Kよる~！！t在庫

への倭近とジャス卜 ・イン ・タイム（ J I T）体m1Jの構築．多品極化に対応したj昆紙

輸送（consolidationof shipments）などが合出化方策となってきている。乙ういっ

た動向は．国際物流管盟が企業マーケテインク戦略の重要な要素となっている乙とを

充分に認識する乙とができるだろう。

続いて．国際物流システムを4基本型IC分類し．乙の4つのシステムをどう組合せ

るかは，経済的要素．環境的要素，管理的要素によって変動し．企業の期待収入とコ

ストの関係や総体的な経営戦略によって決定されるべきであるとむすんでいる。具体

的事例が個別企業にあたって示されているが，前述の基本方向をフォローした型となっ

ている。

第4章「国際物流業の本質と課題」は第 I節「国際物流とフォワーダーJ.第日節

「総合国際物流業への進展」の2節で構成されている。

第 I節は，国際物流におけるフォワー夕、ーの活動形態を諸外国の事例と比較しなが

ら検討しており ．第E節では．国際物流業を営んでいるフォワーター（Forwarder)

やキャリアー（Carrier）が進む方向として総合国際物流業を目指す乙とが，国際物

流の総合的合理化IL寄与するとむすんでいる。

3. 本書の特色と意義 （むすびにかえて）

本書の出版の目的を国際物流の入門書として位置つけ，著者が乙れまでに蓄積して

きた国際物流に関する研究を，貿易との関連，物流形態や関連業務および合理化方策

について，実務，管理運営，理論という裂で平易IC解説しようと試みたものである。

著者が意図したとうり，本書を第l章から順次読み進めていけば， 「国際物流とは何

か，当面する課題は何か」が理解できるように構成されている。

しかしながら，国際物流そのものが，国際間の取引あるいは契約を実現するものと
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して．国際間の！時所的な隔りを克服して経済財の効用を培大させる乙とを内容として

いるだけに．それiζついてすZ易IC:解説しようと試みたにもかかわらず．テクニカノレ ・

タームの難解さK初心者は降易するのではないだろうか。むしろ－－.i!.!lり国際物流業務

を担当し あるいは初歩的な貿易実務の概論を修得した後で．格却のために目を.i!.!lす

とか，研究のために熟読するといった矧のレベノレの高い国際物流の研究官ーである。 日lt

k再三指摘したようIζ．第 3，ぢ第V節．あるいは第 4f,1:は，国際物流論における実務

を旦I!論化しようと意凶した伝．宣[iだけに．入門占と銘打った本省を絡く者にとっては

燦解であろうと怨像される。私は。本音は研究占として．一定の高い評価を受けるで

あろうし．国際物流論が企業経営と結びついて個別企業経営の合段化や国際マーケテイ

ング戦略の重要なー裂を担ってし、く過将を具体的に即論化する一方で．国際物流業者

は総合国際物流業を目指すべきであるというむすびにかけての論即展開を興味深く読

んだ次第である。乙のように考えたが故iζ．一定のレベノレにある物流専攻のシニアの

学生．学者。研究者，あるいは国際物流専門の実務家。特iζ管Ilfl監督や経営の意志決

定の任にある人K本書をおすすめしたい。

（東洋経済新聞社flJ. 1989年l1J~ . A5 半lj. 219頁．定価2800円）


